



























ることが示唆された．しかしながらこれらの手法によって非自覚的 RHI を自覚的な RHI
に転換することはなかった．プライミング効果は C3-C4脳波相関においては明確であった
が主観的な内観報告書に対する効果は限定的であった．また，C3-C4 脳相関が高い時間と
主観的な RHIの自覚報告の時間を比較すると，RHI自覚者の方が C3-C4脳波相関と RHI
の主観的な自覚とに相違が大きい傾向があり，RHI を感じていなくても感じた様に報告し
がちな傾向が示唆された．RHI を主観的に自覚することは，主観的意識が強くかかってい
る可能性があることから，RHI の状態を意識的にイメージして貰うトップダウン的な誘導
を試みたところ，内観報告スコアと脳波の相関値共に上昇する傾向が確認された．この手
法が RHI非自覚者の自覚者への転換に有効である可能性があるが，未だ十分ではなく，さ
らなる条件の検討が必要である． 
 
